日本分析化学会九州支部　2022年度　第１回常任幹事会　議事録（案）
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日時：2022年6月13日（月）15:00 ～16:30
方式：Zoom によるオンライン会議

出席者：冨安　卓滋（支部長），井上　高教（次期支部長），大平　慎一（副支部長），赤瀬信一郎（副支部長），井原　敏博（監査），神崎　亮（庶務幹事），児玉谷　仁（会計幹事），野間　誠司（幹事・若手の会世話人・「ぶんせき」編集委員），宗　伸明（幹事・若手の会世話人），新垣　雄光（常任幹事），石川　洋哉（常任幹事），稲田　幹（常任幹事），大島　達也（常任幹事），川上　健次（常任幹事），黒田　直敬（常任幹事・本部理事），高橋　幸奈（常任幹事），竹中　繁織（常任幹事），戸田　敬（常任幹事・2023年度年会実行委員長），松田　直樹（常任幹事），松森　信明（常任幹事），新留 康郎（各賞選考委員長），松尾 隆司（オブザーバー），中島　憲一郎（参与）

報告事項
1． 理事会（黒田理事）
黒田本部理事より，第２回理事会資料をもとに理事会報告がなされた．本部の予算状況が2021年度黒字決算できたこと，現預金残高状況が例年並みに推移すると思われること，本部職員夏季賞与について，第71回年会（岡山）準備状況，第83回討論会（富山）実行委員名簿変更，および第72回年会（熊本）実行委員会編成について説明があった．

2． 九州分析化学若手の会（世話人　宗）
宗幹事（若手の会世話人）より，「第35回若手研究講演会および第40回夏季セミナー」を7月29日～30日の日程でオンライン形式で実施すること，招待講演の内容，ウェブサイト立ち上げたことなどが報告された．また，予算案について学生アルバイトを雇用するなどの説明があった．

3． 分析化学講習会（井原実行委員長）
井原実行委員長より，第61回分析化学講習会中止の報告，およびその経緯について説明があった．

４．各誌編集委員会
Analytical Sciences（編集委員　末田→代理・編集委員　神﨑）
神﨑庶務幹事（Analytical Sciences編集委員）より，投稿数が減少傾向にある状況の報告があった．また，特集号「Novel Analytical Approaches towards SDGs」の案内があった．ゲストエディターでもある戸田幹事から，特集号の詳細の説明があった．


分析化学（編集委員　森→代理・神﨑庶務幹事）
ぶんせき（編集委員　野間）
「分析化学」（編集委員　森幹事），および「ぶんせき」（編集委員　野間幹事）の編集は順調で，特に報告事項はなかった．

5． 第59回化学関連支部合同九州大会
神崎庶務幹事より，今年度は現地開催を予定していること，招待講演者が大平幹事であることが説明された．分析化学会員外のポスター賞審査希望者については，少なくとも今年度は通常通り審査し，必要に応じて規約の改訂を検討することが指摘された．

6． 機器分析ワークショップ
川上常任幹事より，2022年度機器分析ワークショップを10月13日の日程で鹿児島大学で（対面形式で）開催予定であることが報告された．

７．その他
　　共催・協賛事業（庶務幹事　神﨑）
神崎庶務幹事より，共催事業として10月27日～29日開催「第44回溶液化学シンポジウム」が報告された（2020年度に承認済み）

議題
1． 支部役員の変更（庶務幹事　神﨑）
以下の役員変更・異動が承認された（敬称略）：河済博文（幹事→参与）・田中明（幹事の辞退）・内原博（幹事の辞退）・肥後盛秀（幹事→参与）・鳥羽陽（幹事）；鳥羽新幹事については，黒田幹事により略歴とともに推薦がなされた．

２，九州分析化学学会賞及び奨励賞（新留選考委員長）
新留選考委員長より，九州分析化学奨励賞選考委員会における選考の過程の説明があり，候補者3名が満場一致で受賞対象者とすることが決定されたことが講評と共に説明され，これが承認された：対象者　Tae-Hun Hahm（九州大学），Shaimah Rinda Sari（佐賀大学），Lu Wen（九州大学）

３．支部幹事会・講演会・見学会（支部長　冨安）
冨安支部長より，支部幹事会・講演会・見学会の準備状況が説明され，了承された．

４．第72回年会について（戸田実行委員長）
戸田実行委員長より，第72回年会会場を熊本城ホールまたは熊本大学黒髪キャンパスで実施すること，会期は2023年9月13日～15日（熊本城ホールが確保できなければ11日～13日）であること，および第1回実行委員会を第1回九州支部幹事会と同時に開催予定であることが説明され，了承された．


５．九州分析化学会賞・九州分析化学奨励賞　規定改定（支部長　冨安）
神﨑庶務幹事より，九州分析化学会賞および九州分析化学奨励賞表彰規定のうち選考方法の改定（推薦方法を郵送から電子ファイル形式に変更）について，既にメール審議にて承認されているが，改めて諮られ，承認された．

６．その他
　　九州支部規約の確認と公開について（庶務幹事　神﨑）
神﨑庶務幹事より，九州支部規約の確認がなされ，内容確認した上でウェブサイトで公開することが了承された．また，幹事会および常任幹事会はメールによる審議も含まれることが確認された．

　　各賞選考委員への費用の支給について（支部長　冨安）
九州分析化学会賞奨励賞選考委員への資料準備費の支給について意見交換が行われ，論文の査読と同じ様に位置づけられることから，支給の必要はないことが確認された．

　　役員名簿（庶務幹事　神﨑）
神﨑庶務幹事より，役員名簿が説明された．連絡先は基本的に（自宅ではなく）職場のものを記載することが確認された．
